
                    

 

【発行所】 
普通科友の会 

 
【協力】 

第１１普通科連隊 
第１科広報班 

 
【印刷所】 

(株)フロンティア印刷 

連隊行事予定 

  

【４月】 
 ・自衛官候補生課程入隊式 

【５月】 
 ・春季演習場定期整備 
 ・師団創立記念行事 
【６月】 
 ・ＪＡＬマラソン支援 
 ・ＡＣ－ＴＥＳＣ 

（第１面） 
「第11戦闘団冬季訓練検閲」  
「平成30年度総合戦闘射撃」 
 
（第２面） 
「第11普連銃剣道訓練隊 
 各種大会出場」 
「千歳バイアスロン訓練隊 
 第55回日本選手権大会 
 第90回宮様スキー大会」 
 
（第３面） 
「日本拳法全日本体重別選手権 
 大会」 

「第35回全自衛隊拳法選手権 
 大会」 
（第４面） 
「ＮＴＣ訓練」 
「各種スポーツ大会参加」 
 
（第５面） 
「年頭行事・安全祈願」 
「連隊成人行事」 
「自衛官候補生課程入隊式」 
 
（第６面） 
「第43回ちとせホルメン 
 コーレンマーチ支援」 
「千歳機甲太鼓演奏支援」 
 
（第７面） 
「人事だより 定期異動」 
「定年退官者紹介」 
 
（第８面） 
「普友会コーナー」 
「ＮＥＴ９９便り」 
「連隊ホームページ紹介」 
「担当者の独り言」 

第１０６号（平成３１年４月） 千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 （１） 

 連隊は、１月１９日（土）北海道大演習場

島松地区において平成３０年度総合戦闘射撃

を実施した。 

 冬季戦闘団検閲に備えた練成として前日の

夜間車両行進を経て行われた本訓練は、各射

場間の連携を取りつつ、対機甲戦闘から下車

戦闘に移行し目標奪取するまでの、実戦を想

定した総合戦闘射撃を実施し、各級指揮官の

射撃指揮能力及び戦闘射撃能力に併せ、隊員

の基礎動作の向上を図った。 

 １月２８日（月）から３０日（水）にかけ、第１１戦闘団は平成３０年度冬季訓練検閲を受閲

した。 

 「先遣部隊となり師団主力の攻撃を容易化」する任務を付与され、作戦行動を開始した第１１

戦闘団は、１月２８日正午過ぎ、激しく降りしきる雪の中、前進を始めると、電光石火の攻撃に

より敵戦車１０両を撃破、「第１１戦闘団精強無比」を敵部隊に知らしめた。 

 終始、積極果敢な戦闘行動により、極寒の積雪寒冷地に精通した行動を展開した第１１戦闘団

は、その大きな任務を完遂した。 

平 成 ３ ０ 年 度 総 合 戦 闘 射 撃 
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（２） 第１０６号（平成３１年４月） 

▲団体戦自衛官青年の部第２部 
優勝 Ａチーム 

監督 １中隊 齋藤２曹 
先鋒 ６中隊 高橋士長 
中堅 ５中隊 小林士長 
大将 ６中隊 後藤３曹 

千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

個人戦 

自衛官青年１部 

第３位 

１普中 菅野３曹 

 第１１普連銃剣道訓練隊は、道内外で行なわれた各種大会に出場した。出場した大会は、３月２日（土）第

５６回千歳銃剣道選手権大会、３月３日（日）第１１回東日本優勝大会、３月１６日（土）１７（日）第２３

回北海道南部銃剣道選手権大会及び３月３０日（土）３１日（日）第５９回北海道銃剣道選手権大会の四大会。 

 中でも千歳銃剣道選手権大会に出場した、重迫中隊川田天斗士長が２３歳以下の部で第３位に入賞、北海道

銃剣道選手権大会では、団体戦自衛官青年の部第２部で１１普連Ａチームが優勝、Ｂチームが第３位に入賞し

た他、青年の部第１部で１１普連Ａチームが第３位、個人戦自衛官青年１部では第１中隊菅野誠３曹が第３位

に入賞するなどの活躍をみせ、訓練成果を発揮した。 

 千歳１１普連バイアスロン訓練隊は、３月２日（土）３日（日）に開催された第５５回日本選手権大会、及び

３月９日（土）１０日（日）開催の第９０回宮様スキー大会に出場した。 

 両大会ともに、応援に駆けつけた後援会の皆様から熱い声援が送られると、選手らはその想いに応えるべく己

を奮い立たせ健闘を見せた。しかし、本年度目標としていた「上位入賞」の結果を残すことは叶わず、帰隊後の

出迎え行事でも悔しさを滲ませ、来年度の飛躍を誓った。 

 バイアスロンは、射撃技術・スキー走力共に充実してこその競技。過去に優勝の実績もある千歳１１普連バイ

アスロン訓練隊ならば心・技・体を充実させ、再びその名を轟かせる事を信じている。 

千歳11普連バイアスロン訓練隊 

第5５回日本選手権大会・第９０回宮様スキー大会 

第
五
十
六
回
千
歳
銃
剣
道
選
手
権
大
会 

個
人
戦 

二
十
三
歳
以
下
の
部 

第
三
位 

重
迫
中
隊 

川
田
士
長 

第１１普連  銃剣道訓練隊 
各種大会出場 

▲団体戦自衛官青年の部第２部 
第３位 Ｂチーム 

監督 １中隊 葛西３曹 
先鋒 ３中隊 新岡士長 
中堅 １中隊 賀集士長 
大将 ４中隊 福田士長 

 団体戦自衛官青年の部 
第１部 第３位 Ａチーム 
監督 重迫中 山谷３曹 
先鋒 １中隊 遠藤３曹 
中堅 重迫中 川上３曹 
大将 １中隊 菅野３曹 

▲
 
 

▲
 
 

▲
 
 



                    

 
                    

 

（３） 第１０６号（平成３１年４月） 千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

▲ 日本拳法全日本体重別選手権大会 
左から５中隊 前田２曹・重迫中 森３曹 

１中隊 浦田３曹 

 

第
十
一
普
通
科
連
隊
拳
法
訓
練
隊
は
、
二
月
十
七
日
（
日
）
墨
田
区
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
た
日
本
拳
法
全
日
本
体
重
別
選
手
権
大
会
、
及
び
三
月
十
六
日
（
土
）
十
七
日
（
日
）
の

両
日
に
自
衛
隊
体
育
学
校
球
技
体
育
館
（
朝
霞
駐
屯
地
）
で
行
わ
れ
た
第
三
十
五
回
全
自
衛

隊
拳
法
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
。 

 

日
本
拳
法
全
日
本
体
重
別
選
手
権
大
会
で
は
、
軽
中
量
級
に
出
場
し
た
第
一
中
隊
・
浦
田

凌
三
曹
と
、
中
量
級
に
出
場
し
た
第
五
中
隊
・
前
田
祐
斗
二
曹
が
共
に
優
勝
し
、
重
量
級
に

出
場
し
た
重
迫
中
隊
・
森
翔
弥
三
曹
が
四
位
に
入
り
敢
闘
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
安
定
し
た

強
さ
を
見
せ
た
。 

 

そ
し
て
迎
え
た
第
三
十
五
回
全
自
衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会
は
、
竹
内
副
連
隊
長
以
下
、
拳

法
担
任
官
で
あ
る
重
迫
撃
砲
中
隊
長
や
第
四
中
隊
長
が
見
守
る
中
、
Ａ
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
、
激
戦
の
末
、
二
年
連
続
の
ベ
ス
ト
８
に
食
い
込
み
敢
闘
賞
を 

受
賞
、
来
年
度
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
。 

 

個
人
戦
に
お
い
て
も
、
中
量
級
に
出
場
し
た
第
五
中
隊
・
前
田
祐
斗
二
曹
が
第 

三
位
の
好
成
績
を
収
め
、
体
重
別
選
手
権
大
会
に
引
き
続
き
、
上
位
入
賞
を
果
た 

し
、
来
年
度
へ
向
け
更
な
る
向
上
を
誓
っ
た
。 

日
本
拳
法
全
日
本
体
重
別
選
手
権
大
会 

第
三
十
五
回
全
自
衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会 

▲ ベスト８・敢闘賞受賞！１１普連Ａチーム 
左から、４中隊 竹内３曹 

２中隊 松山３曹・１中隊 浦田３曹 
５中隊 前田２曹・重迫中 森 ３曹 



                    

 

第１０６号（平成３１年４月） （４） 

                    

 

千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

各 種 ス ポ ー ツ 大 会 参 加 

 自衛隊で行われている各種スポーツの大会に第１１連隊からも腕に覚えのある隊員が参加している。 

 ２月１６日（土）から２４日（日）にかけ行われた、陸上及び全自衛隊の剣道大会に第２中隊小野寺亮祐３曹が参加し健

闘を見せ、２月２２日（金）から２４日（日）にかけて行われた平成３０年度全自衛隊バドミントン選手権大会「男子支部

大会」には、第１中隊佐々木涼太３曹と第４中隊福岡直道３曹が出場し、見事１８年ぶり２度目となる優勝を勝ち取った。 

 また３月１６日（土）１７日（日）ルスツリゾートスキー場で開催された、第２６回全自衛隊スキー選手権（基礎）及び

第４６回全自衛隊スキー選手権（大回転）に、第１１普通科連隊から有志として、基礎には団体２個チーム１０名と個人４

名、大回転には１個チーム５名が出場した。中でも大回転は団体の部で第３位入賞を果たし、個人では第３中隊米田周平３

曹が、男子１部（２９才以下）で第１位、各部全体の総合でも優勝の栄冠に輝き、大躍進を果たした。 

▲平成３０年度全自衛隊バドミントン選手権大会 
男子支部大会優勝 

第１中隊 佐々木３曹(前列中央) 
第４中隊 福岡３曹(後列左端) 

▲第４６回全自衛隊スキー選手権（大回転） 
１１普連Ａチーム（前列５名） 第３位 

本管中 三好２曹 本管中 小川３曹 

３中 三宅３曹 ２中 中村士長 

個人総合優勝 
３中 米田３曹 

N T C 訓 練 
連隊見送り行事 

見送り（部隊・空港） 
連隊帰国行事 

訓練の様子 

 連隊は、２月上旬から下旬にかけ実施されたＮＴＣ

（ナショナル・トレーニング・センター）訓練に、第２

中隊長米澤３佐以下４名が評価分析班として、第５中隊

長小笠原１尉以下６１名が訓練部隊として参加した。 

 国内での日米共同訓練は、近隣の安全に配慮し抑制的

な訓練となるが、ＮＴＣ訓練は基本的に米国での広大な

演習場を訓練地域とするため、装備火器の能力を最大限

発揮できる貴重な訓練であり、また、主に自衛隊側が企

画・準備する日本での共同訓練と異なり、米陸軍による

想定で訓練は進行された。 

 米陸軍と共に、目の前に直面する事態を共同で対処す

ることで、互いの能力や信頼を高め合い、相互運用性の

向上が図られた有意義な訓練となった。 

 訓練終了後、米陸軍から第２中隊長以下 

９名の隊員が表彰され、帰国行事の際、連 

隊隊員全員の称賛の拍手が贈られた。 



（５）  第１０６号（平成３１年４月）  

                    

 

                    

 

▼
 

千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

 道端にはまだ雪の残る４月７日（日）東千歳駐屯地西体育館において、

自衛官候補生課程入隊式が執り行われた。 

 式は千歳市長代理千歳市副市長横田隆一様ほかご来賓の皆様と、全国か

ら駆け付けたご家族の約１５０名の方々にご参列頂き、厳粛に進められた。

執行官である宮内連隊長からは「進んで難局にあたれ」「同期の絆を大切

にせよ」の、二つの要望事項が達せられ、未来を担う自衛官候補生に希望

を託した。 

 式を終えた自衛官候補生たちは、ご家族と食堂で食事を共にするなど、

束の間の団らんを過ごし、翌日から約三か月間の教育訓練に臨む。 

 送り出してくれた家族の為、そして自らの為、５１名全員が立派な「自

衛官」へと成長する事を願う。 

 

連
隊
は
、
一
月
七
日
（
月
）
年
頭
行
事
及
び
安
全

祈
願
を
実
施
し
た
。 

 

降
り
し
き
る
雪
の
中
、
活
躍
隊
員
の
紹
介
等
の
行 

 

一
月
十
一
日
（
金
）
駐
屯
地
西
体
育
館
で
連
隊
成
人

行
事
が
行
わ
れ
た
。 

 

平
成
最
後
と
な
っ
た
今
年
の
成
人
行
事
は
、
各
中
隊

の
隊
員
が
見
守
る
中
、
四
十
五
名
の
新
成
人
が
、
成
人 

自衛官候補生課程入隊式 

年

頭

行

事

・

安

全

祈

願 

連

隊

成

人

行

事 

事
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
連

隊
長
か
ら
各
中
隊
長
へ
お
神

酒
が
手
渡
さ
れ
、
安
全
祈
願

へ
と
移
行
し
た
。 

 

安
全
祈
願
は
、
駐
屯
地
内 

と
な
っ
た
自
ら
の
想
い

を
筆
に
込
め
、
書
初
め

を
披
露
し
た
。 

 

「
責
任
」
や
「
日
々

精
進
」
な
ど
、
自
分
を

奮
い
立
た
せ
る
者
も
い

れ
ば
「
結
婚
」
や
「
身

長
伸
ば
す
」
な
ど
、
切

実
な
文
言
も
飛
び
出
し
、

思
い
思
い
の
決
意
を
新

た
に
し
て
い
た
。 

に
駐
車
し
て
い
る
車
両
等
へ
実
施
し
た
ほ
か
、
戦
闘

団
検
閲
及
び
練
成
訓
練
の
為
、
他
駐
屯
地
へ
駐
車
し

て
い
る
車
両
に
も
行
わ
れ
、
今
年
一
年
の
無
事
故
を

連
隊
一
同
で
祈
願
し
た
。 



                    

 
                    

 

第１０６号（平成３１年４月） （６） 千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

「２月１０日（日）氷濤まつり」 
ダイナミックナイトで 
打ち上げ花火と共演 

 

十
一
連
隊
隊
員
有
志
で
構
成
さ
れ
る
千
歳
機
甲
太
鼓
は
、
年
明
け
か
ら
各
種
演
奏
支

援
を
行
っ
た
。 

 

一
月
九
日
（
水
）
に
は
千
歳
市
が
主
催
す
る
消
防
出
初
式
に
お
い
て
演
奏
支
援
を
行

い
、
一
月
二
十
七
日
（
日
）
か
ら
二
月
十
七
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
た
千
歳
市
の
冬

の
一
大
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
千
歳
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
で
は
、
極
寒
の
中
、 

三
度
の
演
奏
を
披
露
す
る
な
ど
、
各
行
事
の
盛
会
に
寄
与
し
た
。 

千
歳
機
甲
太
鼓
演
奏
支
援 

「１月２７日（日）氷濤まつり」 
オープニングセレモニーの演奏で 
地元テレビ局の取材を受ける。 
その模様は１月３１日（木）午後 
放送され、来客者の関心を高めた 

激励に訪れた 
宮内連隊長と竹内副連隊長 

 連隊は、２月１１日（月）千歳市体育協会主催による第４３回ちとせホルメンコーレンマーチの開催に伴い、支援担任官 

本部管理中隊長 田原耕治１等陸尉以下人員６８名、雪上車を含む車両１５両をもって、コース整備、給食支援、通信及び救

護支援を実施した。 

 ２月７日（木）から雪上車での圧雪や手作業によるコース整備及び通信小隊の有線構成などの支援を実施し、大会の成功

に向け万全の態勢を整えた。大会は―１３℃の厳しい寒さの中、約２８０名の選手が疾走し、競技終了後には連隊隊員が調

理した豚汁やおにぎり、コーンクリームスープを選手や家族に提供するなど、円滑な大会運営に寄与した。 

手作業による雪の搬送 選手の救護を担う衛生小隊 

隊員による給食支援 

スタートの様子 

放送全般を支援する通信小隊 



（７）  第１０６号（平成３１年４月）  
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】 

▼
幹 

部 

 

（
連 

本
）
２
佐 

齋
藤 

和
彌 

 
 
 
 

 
 
 

 

７
師
司
（
東
千
歳
） 

 

 

（ 

同 

）
１
尉 

山
下 

亮
一 

 
 
 
 

 
 
 

幌
別
駐
業
（
幌 

別
） 

 

（
本
管
中
）
２
尉 

星 
 

博
文 

 
 
 
 

 
 
 

 

７
施
大
（
東
千
歳
） 

 

（
１
普
中
）
１
尉 

小
林 

健 

 
 
 
 

 
 
 

 

中
方
総
（
伊 

丹
） 

 

（
６
普
中
）
１
尉 

三
橋 

国
弘 

 
 
 
 

 
 
 

 

防 

大
（
横
須
賀
） 

 

（
重
迫
中
）
２
尉 

渡
部 

健
人 

 
 
 
 

 
 
 

 

１
曹
教
（
東
千
歳
） 

▼
准 

曹 

士 

 

（
本
管
中
）
准
尉 

登
藤 

一
幸 

 
 
 
 

 
 
 

 

７
師
付
（
東
千
歳
） 

 

（ 

同 

）
曹
長 

柴
田 

賢
一 

 
 
 
 

 
 
 

 

７
師
付
（
東
千
歳
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

若
杉
日
出
樹 

 
 
 
 

 
 
 

 

札
地
本
（
千 

歳
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

日
水 

寿
促 

 
 
 
 

 
 

東
千
歳
駐
業
（
東
千
歳
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

田
中 

孝 

 
 
 
 

 
 
 

 

７
師
付
（
東
千
歳
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

工
藤 

亨
介 

 
 
 
 

 
 

北
恵
庭
駐
業
（
北
恵
庭
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

寺
林 

拓
弥 

 
 
 
 

 
 
 

 

７ 

飛
（
丘 

珠
） 

 

（
１
普
中
）
１
曹 

稲
垣 

雅
紘 

 
 
 
 

 
 
 

 

７
師
付
（
東
千
歳
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

元
田 

幸
一 

 
 

 
 
 

 
 
 

28
普
連
（
函 

館
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

石
井 

孝
幸 

 
 

 
 
 

 
 
 

27
普
連
（
別 

海
） 

 

 

（
１
普
中
）
２
曹 

上
原 

龍
二 

 
 
 
 

 
 
 

 

特
戦
群
（
習
志
野
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

島
本 

卓
弥 

 
 
 
 

 
 
 

２
水
機
連
（
相 

浦
） 

 

（
２
普
中
）
２
曹 

岡
田 

康
彦 

 
 
 
 

 
 
 

 

幹
候
校
（
前
川
原
） 

 

（ 

同 

）
士
長 

米
村 

汰
郎 

 
       

    
 

 

６
普
連
（
美 

幌
） 

 

（
３
普
中
）
１
曹 

金
原 

公
治 

 
 
 
 

 
  

 
 

普
教
連
（
滝
ヶ
原
） 

 

（ 

同
） 
２
曹 

外
山 

文
博 

 
 
 
 

 
 
 

 
６
普
連
（
美 

幌
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

足
達 

公
平 

 
 
 
 

 
 
 

２
水
機
連
（
相 

浦
） 

 

（ 

同 

）
士
長 

真
嶌 

勝
平 

 
 
 
 

 
 
 

 

１
空
挺
（
習
志
野
） 

 

（
４
普
中
）
２
曹 

佐
藤 

雄
一 

 
 

 
 
 

 
 
 

26
普
連
（
留 

萌
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

小
野 

悟 

 
 
 
 

 
 

３
０
１
沿
監
（
礼 

文
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

成
田 

和
弥 

 
 
 
 

 
 
 

 

特
戦
群
（
習
志
野
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

稲
川 

健
太 

 
 
 
 

 
 
 

 

１
普
連
（
練 

馬
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

和
田 

卓
弥 

 
 
 
 

 
 

  

２
水
機
連
（
相 

浦
） 

 

（
５
普
中
）
２
曹 

金
森 

和
則 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

21
普
連
（
秋 

田
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

大
西 

弘
晃 

 
 

 
 
 

 
 
 

27
普
連
（
別 

海
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

伊
藤 

勇
史 

 
 
 
 

 
 
 

 

３
普
連
（
名 

寄
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

横
井 

俊
輔 

 
 
 
 

 
 
 

２
水
機
連
（
相 

浦
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

深
堀 

潤 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

１
空
挺
（
習
志
野
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

小
山 

智
郁 

 
 

 
 
 

 
 
 

27
普
連
（
釧 

路
）  

（
６
普
中
）
２
曹 

高
橋 

彰 

 
 
 
 

 
 
 

 

普
教
連
（
滝
ヶ
原
） 

 

（ 

同 

）
２
曹 

高
橋 

正
悦 

 
 

 
 
 

 
 
 

20
普
連
（
神 

町
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

井
﨑 

元 

 
 

 
 
 

 
 
 

48
普
連
（
相
馬
原
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

山
下
友
紀
也 

 
 
 
 

 
 
 

 

８
師
付
（
北
熊
本
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

喜
多 

悠
太 

 
 
 
 

 
 
 

２
水
機
連
（
相 

浦
） 

 

（ 

同 

）
士
長 

安
保 

祥
太 

 
 
 
 

 
 
 

 

１
空
挺
（
習
志
野
） 

 

（
重
迫
中
）
２
曹 

太
田
亜
樹
子 

 
 
 
 

 
 
 

 

航
校
（
北
宇
都
宮
） 

 

（ 

同 

）
３
曹 

大
場 

達
也 

 
 
 
 

 
 
 

 

１
曹
教
（
東
千
歳
） 

【 

転 

入 

】 

▼
幹 

部 

 

（
連 

本
）
２
佐 

松
尾 

健 

 
 

 
 
 

 
 

12
旅
司
（
相
馬
原
）
か
ら 

 

（ 
同 

）
３
佐 

橋
川 

貴
一 

 
 
 
 

 
 
 

富
校
付
（
富 

士
）
か
ら 

 

（
本
管
中
）
３
尉 

有
川 

毅 
 

 
 
 
 

 
 
 

７
施
大
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（
１
普
中
）
１
尉 
杉
本 

芳
満 

 
 
 
 

 
 
 

北
方
総
（
札 
幌
）
か
ら 

  

（
重
迫
中
）
３
尉 

池
田 

将
樹 

 
 

 
 

  
 
 

18
普
連
（
真
駒
内
）
か
ら 

▼
准 

曹 

 

（
本
管
中
）
准
尉 

島
田 

智
幸 

 
 

 
 

 
 
 
 

７
師
付
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
曹 

小
禄 

裕
樹 

 
 

 
  

 
 

15
即
機
連
（
善
通
寺
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

村
井 

信
也 

 
  

 
 

  
 

15
即
機
連
（
善
通
寺
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

菊
池 

康 

 
 

 
 
 

 

15
即
機
連
（
善
通
寺
）
か
ら 

 

（
１
普
中
）
２
曹 

坂
本 

幸
大 

   
 

 
 
 
 
 

１
曹
教
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
曹 

堀 
 

竜
介 

 
 

 
 
 

   

28
普
連
（
函 

館
）
か
ら 

 

（
６
普
中
）
３
曹 

冨
樫 

幸
寿 

 
 

 
 
 

 
 

48
普
連
（
相
馬
原
）
か
ら 

 

（
重
迫
中
）
曹
長 

植
田 

修
司 

 
 
 
 

 
 
 

７
師
付
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
曹 

伏
見 

佳
紘 

 
 
 
 

 
 
 

７
師
付
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
曹 

本
田 

靖 

 
 

 
 
 

 
 

27
普
連
（
別 

海
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
曹 

堀 
 

大
心 

 
 

 
 

 
 
  

15
即
機
連
（
善
通
寺
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

髙
野
辺
誠
二 

 
 
 
 

 
 
 

１
普
連
（
練 

馬
）
か
ら 

 

 

（ 

同 

）
３
曹 

板
橋 

正
和 

 
 

 
 
 

 

15
即
機
連
（
善
通
寺
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

高
田 

康
平 

 
 

 
 
 

 
 

20
普
連
（
神 

町
）
か
ら 

  

【 

部
内
移
動 

】 
 

▼
幹 

部 

 

（
連 

本
）
２
尉 

浅
田 

義
和 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

２
普
中
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
尉 

石
川 

裕
太 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

３
普
中
か
ら 

▼
准 

曹 

 

（
本
管
中)

 

准
尉 

佐
藤 

智
広 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

３
普
中
か
ら 

 

（ 

同 

）
曹
長 

左
川 

尚
康 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

２
普
中
か
ら 

 

（ 

同 

）
曹
長 

岩
尾 

飛
鳥 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

重
迫
中
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
曹 

田
中 

洋
之 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

２
普
中
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
曹 

髙
橋 

修 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

３
普
中
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

佐
々
木 

悟 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

４
普
中
か
ら 

 

（
２
普
中
）
曹
長 

山
本 

和
美 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

本
管
中
か
ら 

 
（
５
普
中
）
２
曹 

黒
木 

勇
志 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

本
管
中
か
ら 

 

（
１
普
中
）
３
曹 

梅
田 

大
喜 

 
 

 
 
 

   

27
普
連
（
釧 

路
）
か
ら 

 
 

 

（
２
普
中
）
２
曹 

多
田 

邦
生 

   
 
 
 

 
 

34
普
連
（
板 

妻
）
か
ら 

 

 

（ 

同 

）
３
曹 

菅 
 

孝
太 

   
 
 

  
 

15
即
機
連
（
善
通
寺
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

神
山 

大
輔 

 
 
 

  
  

 

普
教
連
（
滝
ヶ
原
）
か
ら 

 

（
３
普
中
）
曹
長 

山
口 

仁
志 

 
 
 
 

 
  

 

１
曹
教
（
倶
知
安
）
か
ら 

 

（ 

同 

２
曹 

内
村 

太
一 

 
 
 
 

 
 
 

６
普
連
（
美 

幌
）
か
ら 

 

 

（ 

同 

）
３
曹 

加
藤 

敬
介 

 
 
 
 

 
 
 

１
普
連
（
練 

馬
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

清
水 

貴
徳 

 
 

 
 
 

 
 

20
普
連
（
神 

町
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

戸
舘 

泰
人 

 

 
 

 
 
 

 
 

34
普
連
（
板 

妻
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

田
中 

元
太 

 
 

 
 
 

 

15
即
機
連
（
善
通
寺
）
か
ら 

 
 

 

（
４
普
中
）
２
曹 

植
木 

弘 

   
 
 
 

 
 

26
普
連
（
留 

萌
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
２
曹 

加
藤
慎
一
郎 

   
 
 
 

 
 

50
普
連
（
高 

知
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

中
坪 

嵩
晃 

 
 

 
 
 

 
 

32
普
連
（
大 

宮
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

日
坂 

勇
貴 

 
 

 
 
 

 

15
即
機
連
（
善
通
寺
）
か
ら 

 
（
５
普
中
）
１
曹 

安
部 

薫 

 
 
 
 

 

北
恵
庭
駐
業
（
北
恵
庭
）
か
ら 

 

（ 

同 
）
３
曹 

渡
部 

司 

 
 

 
 
 

 
 

27
普
連
（
別 

海
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 
星
川 

恭
大 

 
 

 
 
 

 
 

32
普
連
（
大 

宮
）
か
ら 

 

（
６
普
中
）
２
曹 

中
原 
佳
祐 

 
 

 
 
 

 
 

44
普
連
（
福 
島
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

武
藤 

瑞
樹 

 
 

 
 
 

 
 

22
普
連
（
多
賀
城
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

七
河 

将
太 

 
 

 
 
 

 

15
即
機
連
（
善
通
寺
）
か
ら 

千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

永年の勤務 
お疲れ様でした 

新天地でのご活躍を 
期待しています 

定  年  退  官  者  紹  介     

３佐 寺﨑 光浩 
（平成31年2月25日付） 

准尉 藤田 正広 
（平成31年3月23日付） 

曹長 喜多 昭夫 
（平成31年4月2日付） 



ほ
っ
と
一
息 

 

一
日
の
中
で
、
私
の
一
番
「
ほ
っ
と
す
る
一
息
」
は
「
一
日
の
活
動
全
て
が
終
了
し
、
床

に
入
っ
て
温
も
り
を
感
じ
た
と
き
」
で
す
。 

 

就
寝
前
に
、
漠
然
と
ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
言
葉
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。 

 
「
最
も
平
和
な
、
そ
し
て
純
粋
な
喜
び
の
一
つ
は
『
労
働
し
た
後
の
休
息
で
あ
る
』
」
と…

 
 

「
カ
ン
ト
」
と
い
う
ド
イ
ツ
の
哲
学
者(

一
七
二
四
～
一
八
〇
四)

の
名
言
（
格
言
）
だ
そ
う

で
す
。 

  

家
族
で
旅
行
に
行
っ
て
、
ど
ん
な
素
敵
な
箇
所
を
巡
っ
て
も
、
温
泉
に
入
り
食
事
を
囲
ん

で
ホ
ッ
と
し
な
が
ら
一
杯
目
に
飲
む
ビ
ー
ル
の
味
や
、
一
人
で
大
好
き
な
趣
味
を
一
日
中
講

じ
て
い
て
も
、
そ
の
時
々
に
一
息
つ
い
て
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
の
味
。
ま
し
て
や
、
ス
ト
レ
ス
も

多
い
部
隊
で
の
一
日
勤
務
を
終
了
し
、
自
宅
や
営
内
で
く
つ
ろ
ぎ
「
ホ
ッ
と
一
息
」
す
る
瞬

間
は
格
別
な
も
の
で
す
。 

 

皆
さ
ん
は
、
一
日
の
中
で
ど
の
よ
う
な
「
ホ
ッ
と
一
息
」
を
つ
い
て
い
ま
す
か
？ 

 

も
し
、
ビ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
の
味
を
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
一
息
つ
く
間

も
な
く
就
入
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
休
息
が
足
り
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
ん
な
時
は
、
一
日
の
活
動
の
中
で
「
仕
事
と
休
息
」
に
し
っ
か
り 

と
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
、
特
に
、
「
休
息
」
を
意
識
し
て
一
日
を
終
え 

る
事
が
大
切
で
す
。 

 

一
日
の
、
充
実
し
た
活
動
の
た
め
に
も
、
ビ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
・
お 

茶
の
味
を
格
別
に
「
美
味
し
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
、
皆
さ
ん
の
「
ホ 

ッ
と
一
息
」
つ
け
る
瞬
間
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
99 

相
談
員 

後
藤
幸
夫 

第１０６号（平成３１年４月） （８） 

                    

 

～
担
当
者
の
独
り
言
～ 

 
  

「
平
成
」
が
「
令
和
」
へ
と
移

行
す
る
時
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

「
つ
い
に
平
成
生
ま
れ
が
入
隊

し
て
き
た
か
」
と
思
っ
て
か
ら
、

も
う
十
二
年
の
年
月
が
流
れ
ま
し

た
。
令
和
元
年
生
ま
れ
が
入
隊
す

る
頃
は
、
ど
ん
な
日
本
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
笑
顔
溢
れ
る

国
と
な
っ
て
い
る
事
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

 
 
 

担
当
者 

山
川 

千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 

１１普連ホームページ 
ＱＲコード 

連
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

パソコン・スマホで１１連隊の事が分かる！ 

右の画面が目印→ 
第１１普通科連隊ホームページ へアクセス！ 

※逐次更新中！！ 

○ 正会員・名誉会員・賛助会員 
○ 親睦：会員・１１普連に新年交礼会・パークゴルフ大会・親睦会の開催（会員全員往復葉書で 
  出欠の有無） 
○ 第１１普通科連隊行事の共催、訓練視察、競技会の応援、自然災害・防衛派遣等の慰問 
○ 第１１普通科連隊定年退官隊員花束贈呈（普友会入会者） 
○ 会員・家族・隊員に対する慶弔 
○ 年会費徴収：地区幹事による徴収と会員による振り込み 
○ おじろわし配布（年４回）：地区幹事による配布と事務局からの郵送 
○ 役員会を偶数月（第２火曜日）に実施 
○ 会員数 平成３１年４月１日現在 １９９名 

普通科友の会概要 

 １１普通科連隊ＯＢとして、母隊の発展の為、支援・協力し、円滑な舞台活動の推進に寄与しましょう。また、会員 
相互の親睦を図り、人としての絆を深めましょう。 
                                            事務局長 山下明生 


